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団
長
・
部
長
を
先
頭
に
団
員
・
署

員
ら
が
水
利
の
確
保
・
火
点
（
火

災
現
場
）
ま
で
の
小
型
ポ
ン
プ
中

継
な
ど
、
互
い
に
協
力
し
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
、
新
入
団
員

を
対
象
に
し
た
基
礎
訓
練
が
分
署

員
を
講
師
に
し
て
行
わ
れ
、
新
入

団
員
た
ち
は
小
型
ポ
ン
プ
の
操
作

方
法
や
放
水
ま
で
の
手
順
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

　

井
手
町
体
育
協
会
（
奥
田
武
彦

会
長
）
主
催
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
総
合
開
会
式
が
、
５
月　

日
２１

（
日
）
に
、
泉
ヶ
丘
中
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
、
町
内　

地
区
の

１２

代
表
や
各
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
関
係
者
な
ど
約
３
０

０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

が
連
携
を
密
に
し
て
、
山
林
火
災

発
生
時
の
初
動
体
制
の
確
立
、
防

御
技
術
の
向
上
と
指
揮
系
統
の
充

実
を
図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
連
日
の
乾
燥

注
意
報
に
よ
る
火
災
警
報
発
令
中

に
ハ
イ
カ
ー
の
火
の
不
始
末
に
よ

り
、
高
神
社
参
道
付
近
山
林
か
ら

出
火
、
周
辺
の
山
林
及
び
神
社
へ

の
延
焼
拡
大
が
予
想
さ
れ
、
さ
ら

に
強
風
に
よ
る
飛
び
火
の
危
険
性

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
消
火

を
要
す
る
事
態
を
第
１
出
動
か
ら

第
５
出
動
に
分
け
て
想
定
し
、
消

防
車
２
台
・
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車

　

台
・
広
報
車
２
台
が
出
動
し
て

１１行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
消
防
署
へ
の
通
報

か
ら
井
手
分
署
の
出
動
指
令
・
消

防
団
の
出
動
要
請
に
よ
り
、
災
害

対
策
・
現
場
指
揮
本
部
を
設
置
し
、

本
部
か
ら
の
指
揮
の
も
と
、
各
分

　

５
月　

日
（
日
）、
井
手
町
消
防

２８

団
（
綱
田
貞
二
団
長
）
と
京
田
辺

市
消
防
署
井
手
分
署
、
町
職
員
ら

が
連
携
し
て
、
林
野
火
災
防
御
訓

練
が
高
神
社
周
辺
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
林
野
火
災
を
想
定

し
、
町
消
防
団
と
井
手
分
署
、
町

� � � � � � �� � � � � � �
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開
会
式
で
は
、
平
成　

年
度
井

１８

手
町
体
育
協
会
表
彰
が
行
わ
れ
、

全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
や
、

地
域
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
方
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

▽
梅
本
昭
信
（
南
部
区
、
ク
レ
ー

射
撃
第
４
次
石
川
公
式
ト
ラ
ッ
プ

Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
）
▽
中
坊
彩
（
上

井
手
区
、
第　

回
国
民
体
育
大
会

６０

夏
季
水
泳
競
技
大
会
出
場
）
▽
浅

野
元
貴
（
玉
水
区
、
全
日
本
少
年

野
球
春
季
大
会
ベ
ス
ト
８
）
▽
綱

田
竣
介
（
高
月
区
、
全
日
本
少
年

野
球
春
季
大
会
ベ
ス
ト
８
）
▽
西

田
篤
（
石
垣
区
、
全
日
本
少
年
野

球
春
季
大
会
ベ
ス
ト
８
）
▽
松
井

裕
樹
（
玉
水
区
、
全
日
本
少
年
野

球
春
季
大
会
ベ
ス
ト
８
）
▽
藤
林

弦
（
石
垣
区
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
千

葉
大
会
フ
ィ
ー
ル
ド
ホ
ッ
ケ
ー
出

場
）
▽
寺
島
一
喜
（
上
井
手
区
、

��������	


��������	
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全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

出
場
）
▽
脇
本
篤
志
（
東
部
区
、

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

出
場
）
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総
合
開
会
式
に
引
き
続
い
て
行

わ
れ
た
、
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
は
、
男
子　

チ
ー
ム
、

１７

女
子
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
泉
ケ

丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に

し
て
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
男
子
の
部
】（　

チ
ー
ム
参
加
）　

１７

　

優　

勝　

岡
田
鉄
筋

　

準
優
勝　

北
区
Ｂ

【
女
子
の
部
】（
２
チ
ー
ム
参
加
）

　

優　

勝　

東
部
区

　

準
優
勝　

上
井
手
区
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６
月　

日
の
午
前
８
時　

分
か

１３

３０

ら
午
後
５
時
ま
で
。
郵
便
に
よ
る

こ
と
な
く
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

直
接
文
書
で
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�

第
１
投
票
区

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
（
大

字
井
手
及
び
田
村
新
田
の
有
権

者
）

第
２
投
票
区

多
賀
小
学
校
体
育
館
（
大
字
多
賀

の
有
権
者
）

�
�
�
�
�
�
�
　

井
手
町
役
場

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
選

挙
管
理
委
員
会
（
℡　

ー
２
０
０

８２

１
）
ま
で

　

ま
た
、
提
出
さ
れ
た
案
件
は
い

ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結

果
、
同
意
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
臨
時
議
会
で
同
意
・
承
認

さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で

す
。

�
�
�
�
�

▼
井
手
町
監
査
委
員
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
件

�
�
�

▽
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て　

 

８
件

　

本
年
６
月　

日
に
任
期
が
満
了

２９

す
る
井
手
町
農
業
委
員
会
委
員
の

一
般
選
挙
は
６
月　

日
告
示
、
６

１３

月　

日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

１８
す
。

　

今
回
の
一
般
選
挙
か
ら
農
業
委

員
定
数
が
改
正
さ
れ
、
選
挙
に
よ

る
委
員
６
人
と
選
任
に
よ
る
委
員

５
人
の
合
計　

人
の
定
数
で
農
業

１１

委
員
会
が
構
成
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

①
井
手
町
農
業
委
員
会
の
区
域
内

に
住
所
を
有
す
る
者

②
年
齢
が
満　

才
以
上
の
者

２０

③　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

１０
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
、
ま
た
は

こ
の
同
居
の
親
族
、
そ
の
配
偶
者

（
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
に
つ
い
て
は
、
年
間　

日
以
上

６０

の
耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る
者
）

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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５
月
１
日
（
月
）
に
改
選
後
初

め
て
の
臨
時
町
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
し
い
議
長
や
副
議
長
、
常
任

委
員
会
の
委
員
や
監
査
委
員
が
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

■
議
長　
　

小
川
幸
一

■
副
議
長　

中
坊　

陽

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
村
田
忠
文
、
○
森
田
泰
雄
、
木

田
鈴
美
、
岡
本
康 

、
谷
田
操
、

小
川
幸
一

■
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

◎
古
川
昭
義
、
○
岩
田
剛
、
岡
田

久
雄
、
丸
山
久
志
、
中
坊
陽
、
木

村
武
壽

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
木
村
武
壽
、
○
岡
本
康 

、
古

川
昭
義
、
村
田
忠
文
、
中
坊
陽
、

谷
田
操

■
議
会
広
報
編
集
委
員
会

◎
岡
本
康 

、
○
岡
田
久
雄
、
古

川
昭
義
、
丸
山
久
志
、
谷
田
操
、

木
村
武
壽
（
◎
は
委
員
長
、
○
は

副
委
員
長
）

■
井
手
町
監
査
委
員

　

丸
山
久
志

■
城
南
市
町
村
税
滞
納
整
理
組
合

議
会
議
員

　

村
田
忠
文

■
城
南
衛
生
管
理
組
合
議
会
議
員

　

岩
田
剛
、
森
田
泰
雄

　国土交通省が、都市再生街区基本調査を実施しま
す。この調査は、全国的な地籍調査推進のための基礎
データを整備するもので原則として路上で公共基準点
や道路の角などの測量を行います。なお、この調査で
住民の皆さんは立会いの必要はありません。
期間／平成１８年７月１日から同１２月３１日まで
地域／井手町の人口集中地区
　※人口集中地区とは人口密度４０００人／ ㎞2以上で、

隣接して５０００人以上を有する地区が存在する地区
のことです。

内容／測量作業（基準点の設置及び街区の角などの測
量を行います）・測量を行う職員は腕章を着用し身分
証明書を所持しています。
＊お問い合わせは、国土交通省国土地理院近畿地方
　測量部測量課（℡０６‐６９４１‐４５０７）まで

「都市再生街区基本調査」
に伴う調査について
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会　長：脇　田　武　勝　　会　計：大　西　政　彦
副会長：大　西　光　和
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時
間
帯
を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

費
用
は
無
料
、
申
し
込
み
も
不

要
で
す
。
検
診
車
で
胸
部
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

必
要
な
方
に
は 
喀 
た
ん
の
検
査
も

か
く

行
い
ま
す
。
着
脱
し
や
す
い
上
着

で
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
／

　

肺
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
　

歳
〜　

歳
の
方

４０

６４

　

肺
が
ん
検
診
と
結
核
検
診

　
　
　
　
　
　
　

歳
以
上
の
方

６５

◎
内
容
／
検
診
車
に
よ
る
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
、
問
診
、
ア
ス
ベ

ス
ト
に
関
す
る
相
談

※
詳
し
く
は
広
報
「
肺
が
ん
・
結

核
集
団
検
診
の
お
知
ら
せ
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
５
）
ま
で
。

８２

肺
が
ん
・
結
核
検
診
を 

実
施
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

結
核
・
肺
が
ん
を
予
防
す
る
た

め
に
は
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で

す
。
年
に
１
度
は
自
分
の
肺
の
状

態
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

　

６
月　

日
（
火
）、　

日
（
水
）、

２７

２８

　

日
（
木
）
の
３
日
間
、
検
診
バ

２９ス
が
町
内
を
巡
回
し
ま
す
。
お
近

く
の
場
所
、
ま
た
は
都
合
の
よ
い

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

��������
��������	
�
��������	
����������

���������	
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「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に

対
す
る
補
償
金
制
度
」に
つ
い
て

　

補
償
金
制
度
は
「
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
入
所
者
等
に
対
す
る
補
償

金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。
補
償

金
の
請
求
期
限
は
平
成　

年
６
月

１８

　

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２１支
給
対
象
／
平
成
８
年
３
月　

日
３１

ま
で
に
国
立
ハ
ン
セ
ン
療
養
所
等

に
入
所
さ
れ
て
い
た
方
で
、
補
償

法
施
行
日（
平
成　

年
６
月　

日
）

１３

２２

に
お
い
て
生
存
さ
れ
て
い
る
方
。

請
求
の
期
限
／
平
成　

年
６
月　

１８

２１

日
（
水
）

そ
の
他
／
次
の
方
は
、
補
償
金
を

請
求
で
き
ま
せ
ん
。

�
す
で
に
補
償
金
を
受
け
て
い
る

方

�
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判
上

の
和
解
が
成
立
し
て
い
る
方

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
厚
生
労
働

省
健
康
局
疾
病
対
策
課
ハ
ン
セ
ン

病
係
（
℡　

‐
５
２
５
３
‐
１
１

０３

１
１
）
ま
で
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　井手町の玉川には、かつて「ピーピーピー、コロコロコロ」と鳥
のような独特の美しい鳴き声を響かせるカジカガエルが生息してい
ました。しかし、昭和２８年の南山城大水害によりカジカガエルは全
滅し、以後鳴き声を聞くことが出来なくなりました。
　本会は、そのような美しい鳴き声を復活させることを目的に、カ
ジカガエルの養殖、放流などの取り組みを行っています。

�����������	
�

　現在、まちづくりセンター椿坂の交流棟では、井手町老人クラブ
のメンバーで構成する「翔の会」の絵画展を行っています。絵画展
は６月末まで開催しておりますので、是非ご来館下さい。

椿坂のホームページをリニューアルしました
　椿坂のホームページ「井手町まるごと体験館」をリニューアルし
ました。日々の活動報告やイベント告知など、更にご利用しやすく
なりました。アクセスをお待ちしています。
井手町まるごと体験館アドレス　http://www.ide-marugoto.com
＊お問い合わせは、井手町まちづくり協議会事務局
（役場企画財政課内　℡８２‐２００１）まで

���������	
����������	

まちづくり協議会団体紹介

●OPEN　午前9時～午後5時
●休館日　毎週火曜日・金曜日

お茶のサービスやコーヒー
を販売していますので、お
気軽にお越しください



　　　　��������

　

今
回
は
、
日
本
で
の
私
の
生
活

を
少
し
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
８
月
に
日
本
に
来
て　

ヶ
１０

月
が
た
ち
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、

私
は
ア
メ
リ
カ
で
大
学
に
通
っ
て

い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
、

学
年
が
上
が
る
ご
と
に
勉
強
が
む

ず
か
し
く
な
り
、
最
終
学
年
に
な

る
と
、
最
も
む
ず
か
し
く
、
そ
し

て
忙
し
く
な
り
ま
す
。（
日
本
の
大

学
と
は
少
し
違
い
ま
す
ね
。）私
は

芸
術
を
専
攻
し
て
い
た
の
で
、
授

業
の
ほ
か
に
、
織
物
や
陶
芸
と
い

っ
た
実
習
授
業
、
卒
業
制
作
発
表

会
の
準
備
と
、
と
て
も
忙
し
い

日
々
を
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。
卒

業
後
、
私
は
英
語
指
導
助
手
と
し

て
日
本
で
働
く
こ
と
を
決
め
、
日

本
で
の
新
し
い
生
活
を
楽
し
み
に

し
な
が
ら
、
日
本
に
行
く
準
備
を

始
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
私
は
、
月
・
水
・

金
曜
日
は
泉
ヶ
丘
中
学
校
、
火
曜

日
は
多
賀
小
学
校
、
木
曜
日
は
井

手
小
学
校
で
授
業
を
し
て
い
ま
す
。

玉
川
保
育
園
や
多
賀
保
育
園
に
も

行
っ
て
い
ま
す
。
授
業
の
な
い
日

は
教
育
委
員
会
で
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
毎
日
忙
し
い
け
れ
ど
、
充

実
し
た
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
仕

事
が
終
わ
っ
て
家
に
帰
る
と
ホ
ッ

と
し
ま
す
。
音
楽
を
聴
い
た
り
本

を
読
ん
だ
り
、
食
事
を
つ
く
っ
た

り
し
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

過
ご
し
ま
す
。
日
本
語
の
勉
強
も

し
て
い
ま
す
。
休
日
に
は
、
京
都

や
奈
良
、
大
阪
に
友
だ
ち
と
出
か

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
寺
を

観
た
り
、
美
術
館
に
い
っ
た
り
、

映
画
を
観
た
り
…
。
日
本
の
建
物

を
見
た
り
、
物
に
ふ
れ
た
り
、
人

と
話
す
こ
と
は
と
て
も
勉
強
に
な

る
し
、
楽
し
い
で
す
。

　

日
本
の
生
活
に
も
慣
れ
て
、
友

だ
ち
も
で
き
、
日
本
語
も
よ
く
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
遠
く

離
れ
た
家
族
や
友
だ
ち
に
、
日
本

で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
私
を

見
て
ほ
し
い
で
す
。
芸
術
作
品
を

つ
く
る
こ
と
は
、
私
の
生
き
が
い

で
す
。
今
年
は
、
大
好
き
な
織
物

や
陶
芸
を
す
る
時
間
を
つ
く
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　このコンテストは、法務省と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学生に人権についての作文
を書いてもらうことによって、人権尊重の大切さや基本的人権についての理解を深め、豊かな人権感
覚を身につけてもらうことを目的に開催されています。
　この作品から伝わってくる、人権に対する純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。
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私は、負けない
 熊本県・尚絅学園尚絅中学校　１年　 生  田 　すみれ 子 

いく た こ

　世の中には、人の数だけ差別がある。人の数だけ偏見もある。ど
んなに小さくても、差別は差別。ちょっとした偏見も、ちゃんとし
た偏見。ありませんか？あなたの中にも、そんな差別や偏見が。
　日本は明治以降四民平等となり、 戦後は日本国憲法で基本的人
権の尊重をうたっている。が、私達の周りでは、恵楓園の入所者に
対する温泉ホテル宿泊拒否問題が起こり、それに伴い、恵楓園の
方々への様々な誹謗中傷があった。
「かわいそうだから同情してやってたのに、（告発なんかして）生意気
だ。もう手助けになる事は何もしてやらない」
私はこの中傷文の一部を見た時、これがまるで自分に対して言われ
ている様な気がしてならなかった。これをどんな人が書いたのかは
知らないが、どんな世代でも、どんな立場においても、皆言う事は
同じなんだなぁ、子供も大人も考える事は一緒なんだ、と思った。
そしてこんな考えを持つ大人に教育された子供が、やがて同じ考え
方をする人間になるのか、とも思った。
　「世話してあげない。」「手伝ってあげない。」私は今まで、一体どれ
だけこんな言葉を言われてきた事か。もし私が健常者だったら、す
ぐに、「いいよ、しなくて。」と言うだろう。それは健常者の場合、
その世話や手伝いは、相手の言いなりになる位なら、「して貰わなく
てもいい」程度のものに違いないからだ。しかし、私達障害者はそ
うはいかない。日常生活で周りの世話にならなかったり、手を借り
ない、という事はまずない。小学生の頃の私は、今以上に色んな事
が一人で出来なかった。そんな私が皆から、「世話してあげない」と
言われる事は、「学校へ来るな」と言われているのと同じ事だった。
　１年生の時、同じクラスの女の子が、私の返事の仕方が気に入ら
なかったらしく、私に、「もう何もしてあげない。」と言った。一年生
の私は、ただ悲しくて、おろおろして、泣くばかりだった。事のて
ん末を知った当時の担任の吉良先生は、その子の「してあげない」
を聞くと、こう言われた。「してあげる、気持ちですみれ子さんに接
するのなら、今後一切、本当に何もしなくていいです。」自分より
「弱い立場」と位置づけた者が、少しでも意に染まぬ事を言ったりし

たりすると、すぐに「～してあげない」と言う。
　それを「非」とされた先生。
　６年たった今でも、吉良先生の、あの時のあの言葉は、私の心に
宝物としてずっと残っている。
　中学生になった私は相変わらず、毎日友達に面倒をかけっぱなし
だ。私が通う学校は、中学の校舎にはエレベーターがあるが、高校
にはそれがない。だから、高校にある特別教室に移動する時は、ど
うしても皆に手伝って貰わなくてはならない。つぎはぎの階段、せ
まくて急な階段。辛いバリアが待ち受ける。
「そっち持った？誰かここ持って。」
「いい？行くよ！せーの！」
私共優に５０キロは越える車椅子を、か細い尚絅乙女子が一生懸命運
んでくれる。クラスメートが、先輩が、先生方が、時には高校のお
姉さん達も手伝ってくださる。
　（重いでしょう？大変でしょう？）
　私は心の中で、何度も、何度も、（ありがとう。）を繰り返す。
　周りの大勢の人達の、 「生田を何とか一緒に学ばせてやりたい。」
という優しさに囲まれて、私は学校生活を送っている。私のたくさ
んの「したい」が、皆の思いやりと温かい心で「できる」になって
いる。
　そんなある日、私と友達との間に小さなもめ事が起こった。それ
はすぐにおさまったが、私の心は不安でいっぱいになった。もう声
もかけて貰えないんじゃないか。これから何も手伝ってくれないん
じゃないか。昔の嫌な思い出が次々と頭の中を駆けめぐった。
　でも、何一つ変わらなかった。
　私は、この、「変わらない」という事が、とても嬉しかった。そし
て、「変わらない」事が当たり前ではなく、その人の中にある、口先
だけではない、まっすぐな倫理観がそうさせたのだという事も、よ
く分かっていた。
　私が皆と同じ「私」であるために、「一年一組二番」の「生田」で
あるために、昨日も今日も明日も、ずっと支えてくれる友達がいる
から、先生がいるから、だから、私もがんばる。
　がんばって、がんばって…障害なんかに負けない。
　私は、決して、負けないから。

【内閣総理大臣賞 受賞作品】
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�日

時
／
６
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１３

２０

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時
半

《
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
教
室
》

日
時
／
６
月　

日
（
水
）
／
７
月
５
日
（
水
）

２８

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２講
座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
	

日
時
／
６
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１３

２７

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


日
時
／
６
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１７

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
６
月　

日
（
土
）
／
７
月
８
日
（
土
）

２４

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
６
月　

日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

２３

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
６
月　

日
（
金
）
午
前　

時
〜
正
午

２３

１０

持
ち
物
／
大
正
琴

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
６
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１３

２７

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時

《
ビ
ー
ズ
手
芸
教
室
》

日
時
／
６
月　

日
（
木
）
／
７
月
６
日
（
木
）

２２

し
て
養
成
し
ま
す
。

対
象
／
中
学
生
ま
で
の
こ
ど
も
を
持
つ
方
及
び
子

育
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
で
、
全
課
程
を

受
講
し
、
地
域
で
子
育
て
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
活
動
で
き
る
方
。

期
間
／
７
月
〜
９
月
の
う
ち
５
日
間
（
学
校
等
の

夏
休
み
中
は
除
く
）

場
所
／
宇
治
総
合
庁
舎（
宇
治
市
宇
治
若
森
７
‐
６
）

費
用
／
無
料

＊
保
育
ル
ー
ム
有
り
・
無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所
福

祉
室
児
童
・
障
害
担
当
（
℡
０
７
７
４
‐　

‐
２

２１

１
９
３
）
ま
で

ス
ポ
ー
ツ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／
６
月　

日
（
日
）
午
前
８
時
半
〜

１１

《
練
習
日
》

日
時
／
６
月　

日
（
土
）
午
後
７
時
〜

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


日
時
／
６
月　

日
（
日
）
午
前
８
時
半
〜

１１

場
所
／
新
四
郎
山
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／
６
月　

日
（
日
）
午
前
９
時
半
〜

２５

場
所
／
城
陽
ボ
ウ
ル

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�

日
時
／
６
月　

日
（
日
）
午
前
８
時
半
〜

２５

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／
７
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時
半
〜

場
所
／
井
手
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
℡　
８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

《
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
》

男
女
雇
用
機
会
均
等
推
進 

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
６
月
を
「
男
女
雇
用
機
会

均
等
月
間
」
と
定
め
、
職
場
に
お
け
る
男
女
均
等

に
つ
い
て
労
使
を
始
め
社
会
の
認
識
と
理
解
を
深

め
る
た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
労
働
局
に
お
い
て
は
、
企
業
に
お
い
て
ポ

ジ
テ
ィ
プ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
る
よ
う「
男
女
雇
用
機
会
均
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
６
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
半
〜
４
時

２６

場
所
／
京
都
府
民
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
（
京
都
テ
ル

サ
）
東
館
３
階
大
会
議
室

対
象
／
企
業
の
人
事
労
務
担
当
者
、
事
業
主
団
体
、

男
女
労
働
者
等　

約
１
５
０
名

内
容
／

＊
均
等
推
進
企
業
表
彰

＊
「
我
が
社
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
の
取
組
」
オ
ム
ロ
ン
㈱
、
日
新
電
機
㈱

＊
「
会
社
も
ト
ラ
イ　

女
性
も
ト
ラ
イ　

一
人
一

人
が
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
」

京
都
女
性
の
活
躍
推
進
協
議
会
座
長
弁
護
士
佐
賀

千
恵
美
氏
、
オ
ム
ロ
ン
㈱
、
日
新
電
機
㈱

申
込
先

（
財
）　

世
紀
職
業
財
団
京
都
事
務
所
（
℡
０
７
５

２１

‐
２
１
３
‐
２
０
９
１
）

（
先
着
順
。
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
℡
０
７
５
‐
２
４
１
‐
０
５
０
４
）
ま
で

子
育
て
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー 

養
成
講
座
募
集
の
お
知
ら
せ

　

京
都
府
で
は
、
育
児
で
悩
む
お
母
さ
ん
方
の
地

域
で
の
子
育
て
相
談
相
手
と
し
て
、
同
年
代
の
子

育
て
経
験
者
を
「
子
育
て
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
へ 

「
現
況
届
」の
提
出
は
６
月
中
で
す

　

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所

得
状
況
と
、
６
月
１
日
現
在
の
家
庭
で
の
児
童
養

育
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
こ
の
届
け
の
提
出
が
な
い
と
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
対
象
者
は
、
小
学
６
年
生
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、
前
年
の
所
得
が

一
定
額
未
満
の
場
合
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
今
年
の
１
月
１
日
以
降
に
井
手
町
に
転
入

さ
れ
た
方
は
、「
現
況
届
」
の
他
に
前
住
所
地
の
市

町
村
が
発
行
す
る
「
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

＊
平
成　

年
４
月
以
降
制
度
改
正
に
伴
う
認
定
請

１８

求
書
提
出
者
は
、「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
（
℡　

‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で
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＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
６
月　

日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

３０

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
６
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

２１

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
／
７
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１２

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
��

日
時
／
６
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１３

２７

　
　

／
７
月　

日
（
火
）

１１

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
半
〜
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
終
了

の
お
知
ら
せ

　

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴
い
、
２
０
１
１
年

７
月　

日
ま
で
に
終
了
い
た
し
ま
す
。

２４

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
視
聴
方
法
な
ど

受
信
に
関
す
る
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記

へ
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
受
信
相
談
／
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー 

　

℡
０
５
７
０
‐　

‐
０
１
０
１

０７

�
視
聴
エ
リ
ア
／
（
社
）
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推

進
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.d
-p
a
.o
rg

 
   
    
 
 
  
  
 
  
  

〜
８
週
間
の
間
隔
で
３
回
接
種
。
で
き
る
だ
け
４

歳
ま
で
に
完
了

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
１
年

〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
６
月　

日
（
火
）

２０

�
生
後
１
〜
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い

受
付：

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

日
時
／
６
月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１９

２６

　
　

／
７
月
３
日
（
月
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
６
月　

日
（
月
）
／
７
月　

日
（
月
）

１２

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
６
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

２６

場
所
／
玉
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／
７
月
３
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と

祝
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

《
転
倒
予
防
教
室
》

日
時
／
７
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

１３

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／　

歳
以
上

６５

《
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
》

日
時
／
６
月　

日
（
金
）
午
前　

時
〜
正
午

１６

１０

　
　
　
　
　
　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

２２

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
６
月　

日
（
木
）
午
前
９
時
半
〜
正
午

２２

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／
７
月
５
日
（
水
）・　

日
（
金
）

１４

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
７
月
３
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ　

・　

・
８
か
ら
Ｈ　

・
１
・
３
生
ま
れ

１６
１１

１７

受
付：

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
１
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
三
種
混
合
》

日
時
／
６
月　

日
（
火
）
／
７
月　

日
（
火
）

１３

１１

�
第
一
期
初
回
は
生
後
３
ヶ
月
〜
６
歳
ま
で
に
３

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

《
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
》

日
時
／
６
月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１２

２６

　
　

／
７
月　

日
（
月
）

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
〜
午
後
０
時
半

《
人
権
学
習
》

日
時
／
６
月　

日
（
金
）

２３

　
　

午
前　

時
半
〜
正
午
・
午
後
３
時
〜
３
時
半

１１

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
研
修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

日
時
／
６
月　

日
（
金
）
／
７
月
７
日
（
金
）

１６

　
　

い
ず
れ
も
午
後
８
時
〜
９
時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�
申
し
込
み
は
不
要
で
す

�
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

�
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
音
楽
会
と
お
楽
し
み
ゲ
ー
ム
》

日
時
／
６
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

２１

場
所
／
賀
泉
苑

《
タ
オ
ル
で
作
る
マ
ス
コ
ッ
ト
》

日
時
／
７
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１９

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

対
象
／
い
ず
れ
も　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の

６０

あ
る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を
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�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

�
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

「
世
界
樹
の
枝
で
」 

橋
本
希
蘭

「
旅
の
い
ろ
」 

北
方
謙
三

「
澪
つ
く
し
」 

明
野
照
葉

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

４
月
〜
９
月　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�

６
月　

・　

・　

〜　

日

１２

１９

２４

３０

７
月
３
・　

・　

・　

・　

・　

日

１０

１８

２４

２７

３１

※
６
月　

日
（
土
）
〜　

日
（
金
）
は

２４

３０

特
別
資
料
整
理
期
間
の
た
め
休
館
し
ま

す
。

「
波
切
り
草
」 

椎
名　

誠

「
愛
の
流
刑
地
」
上
・
下 

渡
辺
淳
一

「
無
傷
の
愛
」 

岩
井
志
麻
子

�
�
�
�

「
リ
ベ
ッ
ク
じ
い
さ
ん
の
な
し
の
木
」

 

ナ
ニ
ー
・
ホ
グ
ロ
ギ
ア
ン

「
こ
ん
や
も
カ
ー
ニ
バ
ル
」
高
畠
那
生

「
ね
え 
ね
え 
あ
そ
ぼ
」

 

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
Ｇ

「
ぞ
う
く
ん
の
あ
め
ふ
り
さ
ん
ぽ
」

 

な
か
の
ひ
ろ
た
か

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

７
月
８
日
（
土
）

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

６
月　

日
（
土
）

１７

７
月　

日
（
土
）

１５

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

男と女の謎を解く
実践ガイドブック
アラン・ビーズ＆バーバラ・ビーズ
パートナーの本音、わかってま
す？  聞き手としての能力、空
間能力、地図読解や車の運転、
浮気や嘘つき度など、お互いを
より深く理解するためのテスト
を多数収録。男と女にまつわる
数多くの疑問に答えます。

銀河のワールドカップ
川端裕人
元プロサッカー選手の花島勝は、
公園で見かけた三つ子の少年た
ちのサッカープレイに魅了され、
小学生チーム桃山プレデターの
監督に就任。個性豊かな面々が
大会を勝ち進み、ついにはスペ
インでレアルと夢の対決に臨
む！？

やったね！へんてこライオン
長新太
ゆうちゃんがポコポコ、しんく
んがテクテク歩いていると、ラ
イオンに会いました。そうした
ら…。奇想天外なへんてこライ
オンの世界にようこそ。想像力
を心地よく刺激する柄や言葉で
読み進める幸せのひとときを家
族で楽しもう。

ムシとあそぼう海野和男のムシ
シシシ①  さがしてみよう
海野和男
ムシのかくれんぼ忍術みつかる
かな？  枝や葉っぱに化け、か
くれんぼしているムシをさがし
てみよう！  まるで忍者のよう
なムシの擬態を、昆虫写真の第
一人者が紹介。親子で楽しめる
昆虫写真えほん。

�

�

�

�
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�
�
国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
保
障
の
目
的
だ
け
に

限
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ケ
ガ
や
病
気
に

よ
っ
て
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
、
一
家
の
大
黒
柱
を

失
っ
た
と
き
、
あ
な
た
や
家
族
が
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
礎
年
金
に
は
①
老
齢
基
礎
年
金
②
障
害
基

礎
年
金
③
遺
族
基
礎
年
金
の
３
種
類
の
給
付
が
あ

り
、
そ
れ
ら
を
受
け
る
た
め
の
資
格
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

等
の
加
入
期
間
を
含
む
）
と
保
険
料
の
免
除
を
受

け
た
期
間
及
び
合
算
対
象
期
間
（
学
生
納
付
特
例

承
認
期
間
等
）
を
合
わ
せ
て
、　

年
以
上
あ
る
人
。

２５

�
�
�
�
�
�
�

�
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に
病
気
や
ケ
ガ
を

し
て
一
定
の
障
害
が
残
っ
た
と
き
。

�
資
格
を
喪
失
し
た
後
、　

歳
以
上　

歳
未
満
で
国

６０

６５

内
居
住
中
に
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
一
定
の
障
害
が

残
っ
た
と
き
。

�
　

歳
に
な
る
ま
で
に
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
一
定
の

２０障
害
が
残
っ
た
と
き
。（
注：

本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
上
あ
る
と
き
は
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
）

�
�
�
�
�
�
�

�
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
が
死
亡
し
た
と

き
、
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
ま

た
は
子
。

注：

「
子
」
と
は
、　

歳
に
達
す
る
日
以
降
最
初
の
３

１８

月　

日
ま
で
に
あ
る
子
又
は　

歳
未
満
の
障
害
の
状

３１

２０

態
に
あ
る
子
の
事
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
独
自
の
給
付
と
し
て
、
付
加
年

金
や
寡
婦
年
金
、
死
亡
一
時
金
と
い
っ
た
給
付
制
度

が
あ
り
ま
す
。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４‐８２‐２００１）まで
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※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで
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　温室効果ガス削減のために、夏のエアコンの温度設定を２８
度に。そんなオフィスで快適に過ごすため昨夏スタートした
のが「ＣＯＯＬ  ＢＩＺ（クール ビズ）」です。「ビズ」はビジネス
の意味で、夏を涼しく過ごすための、新しいビジネススタイ
ルという意味が込められています。
　今後、クール ビズを「夏の常識」としていくためには、さ
らに幅広い方々にクール ビズを実践していただく必要があ
ります。ネクタイと上着を脱げば、体感温度でなんと２度の

差が出ると言います。環境にも優しく、エアコンで寒がる女
性にも優しい。日本の夏の新しいビジネススタイルとして、
その普及にご協力ください。
　また、本町でも地球温暖化防止対策の一環として同取組み
を積極的に進めていくため、今年度も役場関連施設及び職員
を対象に「エコスタイル」を実施しています。
実施期間／６月１日（木）～９月３０日（土）
取組内容／１．適正冷房（２８度）の徹底
　　　　　２．適正冷房にふさわしい軽装勤務の励行
　以上の取り組みを進めるため、住民のみなさんのご理解と
ご協力をお願いします。

クール ビズとは
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�info@town.ide.kyoto.jp

���������	
�������� 

�
�
�
�

����

� � � �� � � ���

� � � �� � � ���

� � � �� � � ���

� � � � �� � � ���

�
�
�
�

��������	�
������������

���������

� � �� �� ��� ��
���� �

��

� � ��� �����������
�� �� �

��

�� �� ��� ��
�� �

��

�� �� ��� ��
�� �

��

� �� �� ��� ��
���� ��

��
���������	
�������������	��
��������	
�������������������������
���������	
����
����������������
��������	��
��������������
���������	
��������������������
��������	
�����������������
��������	
�	����������
���������	
������������������
��������	
��������������������

���

��������	
���������������������������� �!"#���
���

��������	
����	��������
��������	
��
���������������
����������	
������������
���������	
���������������������� !"#
���������	
��������������

���

���
��������	��
��������������
��������	��
���������
���������	
���������������������
��������	
������������������
����������	
��������������������� !
��������	
���������������������������� �!"#

���

����������	
�������
��������	
�������������
��������	
������������������

���

��������	
����������������
��������	
�����������������������������
��������	
��
�������������

���

����������	
������������
��������	
��
��������������������
��������	
������������
���������	
����������������������
���������	
����
����������������
��������	��
�����������
��������	
��������

���

���������	
��������������������
��������	
�����������������
��������	
���������������������������� �!"#
��������	
��������������������

���

��������	
���������������������
���������	
���������������������������� !"���
��������	
���������������
����������	
���������	
���������������������
���������	
�������������������
��������	
��������������
��������	��
�����������
��������	
�����������

��

��������	���
�����	���������
��������	
���������������������������� �!"#��
��������	
�����������������
��������	
��������������������
��������	
��������������������
��������	
��
��������������
���������	
�����������	��������
��������	
��
�������������������

��
���������	
����
����������������
��������	��
��������������

��������	�
������������

��������

����
����

　大好きなニボシをもらう前のフセのポーズです。
 ････････････････････････････････････････････････ 
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　写真はメールまたは郵送でお送りください（役場持込可）。ペットの
名前・性別、飼い主さんからのコメント、お名前・住所・電話番号を忘
れずに書き添えてください。ご応募お待ちしています。
〒６１０－０３０２　綴喜郡井手町井手南玉水６７
　総務部企画財政課『我が家のペットじまん』係
　E-mail　info@town.ide.kyoto.jp
※ご応募いただいた写真は返却できません

あなたのお家のペットの写真を募集します

��������	

電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－4412井手小学校有王分校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署


